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　冬の厳しさの中にも、少しずつ春の気配を感じる季節となりました。冬休みの前後には、本校の特色
である書道に関わるさまざまな活動が行われ、生徒たちが筆に向き合う真剣な姿が多く見られました。
また、「松前学」に関わる取組では、生徒の活躍や成果が各所で顕著に現れ、地域の皆様のご支援の大
きさを改めて実感しております。学校では高校入試の時期を迎え、町内はもとより全国から志願者を迎
えております。３年生12名は全員が３月１日に卒業式を終え、それぞれ新たな進路へと巣立っていきま
した。出会いと別れが交差するこの時期、新年度に向けた準備も着々と進めております。４月以降も、
引き続き松前高校への温かいご支援をよろしくお願いいたします。

「手形カレンダー＆書の活動」

「花の書」
　12月12日㈮、２学年「書道Ⅱ」で「花の書」に取り組み
ました。七飯町の花卉生産出荷組合の前田さまを講師に
迎え、生花を前に言葉を選び作品を制作しました。生徒
たちは花の印象をもとに集中して筆を運び、それぞれの
感性を表現しました。

「松前町児童生徒 書初め席書大会」

同窓生講話

　１月８日㈭、町民総合センターで行われた書初め席書
大会に書道部が参加しました。生徒たちは自分で選んだ
語句を、一文字一文字に思いを込めて書き上げ、新年へ
の決意を表現しました。

　１月30日㈮、第72期同窓生の村井希羽さまにご来校
いただき、就職後の経験や仕事への思いを、３年生12名
に向けてお話しいただきました。

　１月22日㈭、小島小学校で「手形カレンダー＆書の活
動」が行われ、本校３年生が参加しました。小学生が考え
た言葉を書き入れる際、高校生がサポートし、温かな交
流の時間となりました。

道教委事業「Ezo探究
festival」で見事入賞！

　12月の渡島・檜山管内発表会で
吉田小里さんの企画が最優秀賞
を受賞しました。１月31日㈯に
は北海道大学での全道発表会に
管内代表として参加し、「欧米人
に響く松前の旅」をテーマにポス
ター発表を行い、見事「グローバ
ル課題探究賞」を受賞しました。

卒業を前に、心に刻む
メッセージ～校長講話

　１月23日㈮６校時、３年生を
対象に校長講話が行われまし
た。濵名校長が自身の経験をも
とに、卒業を控えた生徒へ力強
いメッセージを送りました。

松前高校では、ホームページやＳＮＳを
通じて最新情報を発信しています。
ぜひご覧ください。
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